
　授業論文は、教職員の資質向上を図り、学校教育の
充実と発展を目指して募集しています。
　授業１単位時間（小学校：45 分、中学校：50 分）
の様子を記録した映像と補足資料をもとに、宮崎大学、
宮崎県教育委員会の協力のもと、審査を行い各賞を決
定し、2月 7日に表彰式を行いました。
　今年度は、個別最適な学びの実践に取り組んだ授業
や、主体的な学びを促す授業実践が多く見られました。
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小中一貫教育実践発表（野尻中学校区）

未来を生きぬくための、確かな学力、豊かな心、たくましいからだを
もった子どもの育成

【共通目標】

野尻中校区３校  が、「知育」、「徳育」、「体・食育」、「研究」の４つの部に別れ、
小中一貫した目標の下３校協力した実践を行い、教育目標の実現に向けた
実践を行った。

【実践内容】

教育研究センター調査研究発表会

児童生徒の個別最適な学びを充実させる授業の在り方
～各教科における授業実践と ICT 機器の活用をとおして～

【研究主題】

　児童生徒の主体性を高めるため、４つの班を編制し個別最適な学びにつ
いて共通理解を図り、教科の特性を活かした授業実践を行い、授業実践事
例集を作成した。

【研究内容】

カタカナを使った文章を、自分でコースを選びながら主体的に書くことが
できるよう、個人やグループで学習する実践を行った。

【授業のポイント】

【研究主題】
生き生きと自分の思いや考えを表現出来る児童生徒の育成
～「わかった！できた！」と学ぶ喜びを味わえる国語科の授業づくりを通して～

授業論文一席 野尻小学校　津曲 のぞみ教諭

道徳の授業において、授業の導入や板書、発問や賞賛の仕方を工夫し、自
己の生き方と向き合いながら、考え、議論する道徳の授業実践を行った。

【授業のポイント】

【研究主題】
自ら学び、考え、自己の生き方と向き合う力を育てる道徳科授業の創造
～考え、議論する実践を通して～

授業論文二席 西小林小学校　尾原 恵教諭
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授業論文（映像記録）※敬称略

学校賞　野尻小学校　（校長　柏
か し わ ぎ

木 賢
け ん

）
躍進賞　西小林小学校（校長　野

の ぞ え

添 和
か ず ひ ろ

洋）

学校の部

※これまでの優秀な授業論文の映像記録は、市立図書館で貸し出しを行っています
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このコーナーでは、市内９地区で設立された
「きずな協働体」の活動やイベント情報を紹介します！

きずな協働体通信

　

１
月
18
日
、
子
ど
も
た
ち
に
全
国

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
魅
力
的
な
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
に
触
れ
て
も
ら
お
う

と
、
南
小
と
小
林
小
の
両
校
区
の
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
が
協
力
し
、
専
修

大
学
熊
本
玉
名
高
校
の
吹
奏
楽
部

「V

ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

entures

」
を
招
待
し
た
合
同
ス

ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
初
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
文
化
会
館
を
会
場
に
、
南

小
と
小
林
小
の
４
～
６
年
生
と
地
域

住
民
を
招
待
。
約
４
５
０
人
が
迫
力

あ
る
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

45
人
の
部
員
に
よ
る
金
管
楽
器
と

打
楽
器
の
一
糸
乱
れ
ぬ
演
奏
や
、
色

鮮
や
か
な
旗
を
使
っ
た
カ
ラ
ー
ガ
ー

ド
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
が
次
々

と
披
露
さ
れ
る
と
、
観
客
か
ら
は
大

き
な
歓
声
や
手
拍
子
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

南校区＆小林小校区まちづくり協議会コラボイベント

自治会（区・組）に加入しましょう

　

コ
ロ
ナ
禍
で
休
止
し
て
い
た
「
に

っ
こ
ば
ふ
れ
あ
い
食
堂
」
で
す
が
、

今
年
度
は
一
年
を
通
し
て
偶
数
月
の

第
一
土
曜
日
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
青
少
年
育
成
部
会
員
と
子

ど
も
た
ち
が
一
緒
に
シ
ャ
ボ
ン
玉
や

ボ
ー
ド
遊
び
を
楽
し
ん
だ
後
、
11
時

か
ら
女
性
部
会
員
手
作
り
の
ご
飯
を

み
ん
な
で
一
緒
に
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

18
歳
以
下
は
無
料
と
し
、
大
人
は

ふ
れ
あ
い
食
堂
の
運
営
に
充
て
る
た

め
に
３
０
０
円
か
ら
の
寄
付
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
地
域
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

世
代
が
交
流
し
、
支
え
あ
い
の
下
地

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

にっこばふれあい食堂再会！！

地域の活動拠点：西小林地区公民館
さまざまな方々と連携して実施しています
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３
月
～
４
月
は
自
治
会
（
区
・
組
）
加

入
促
進
月
間
で
す
。

　

自
治
会
（
区
・
組
）
は
、
同
じ
地
域

の
住
民
が
自
主
的
に
運
営
し
、
お
互
い

の
助
け
合
い
の
心
か
ら
生
ま
れ
た
最
も

身
近
な
組
織
で
す
。

　

各
地
域
に
あ
る
ご
み
集
積
所
の
維
持

管
理
や
地
域
の
清
掃
活
動
、
子
ど
も
た

ち
の
登
下
校
時
の
見
守
り
活
動
、
災
害

時
の
協
働
作
業
な
ど
の
地
域
活
動
を
通

し
て
、
近
隣
住
民
が
い
ざ
と
い
う
と
き

に
助
け
合
え
る
の
が
自
治
会
で
す
。

　

加
入
方
法
や
区
費
・
組
費
に
つ
い
て

な
ど
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
最

寄
の
区
長
・
組
長
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、「
自
分
が
住
ん
で
い
る
区
が

ど
こ
か
」、「
区
長
が
だ
れ
か
分
か
ら
な

い
」
な
ど
、
ご
不
明
な
点
は
地
方
創
生

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

区
・
組
へ
の
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
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㊤ eコミュマップ（タブレ
ット・PCでの閲覧推奨で
す）、㊦区・組加入申し込
みフォーム

にっこばまちづくり協議会

南校区

まちづくり
協議会
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